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1．はじめに 

近年，インターネット技術の普及により，異文化間の

コミュニケーションを可能とする環境が整備されつつあ

る．そのコミュニケーションにおいて利用される共通言

語は，一般的に英語が中心となっているが，共通言語が

外国語となるユーザにとって少なからず負担を強いるこ

ととなる．Global Reach*1 の調査によると世界のインター

ネット人口を利用する言語別に集計した結果，約 3分の 2

にあたる約 65%は，非英語圏のユーザであると報告され

ており，英語人口の割合は徐々に減少しつつある（英語

人口：35.2%，アジア言語人口：26%，欧州言語人口：

28%）．特にアジア地域のインターネットユーザの増加が

著しく，インターネットにおける標準言語はなくなりつ

つあるといえる．今後，異なる母国語を持つユーザ間の

コラボレーション活動が増加すると考えられるため，多

言語環境におけるコラボレーション支援が重要となる．

これまでにも異文化間のコラボレーションを支援するツ

ールとして，機械翻訳技術を利用したメールやチャット，

BBSなどが研究開発されている[1,2]． 

これまでに我々は，40 名を超える日中韓馬の参加者に

よる，母国語を用いたオープンソースソフトウェアの共

同開発を目的とした異文化コラボレーション実験 ICE2002

（Intercultural Collaboration Experiment 2002）を実施してい

る[3]．この実験では，非同期型のシステムである機械翻

訳機能を備えた多言語対応の BBS を用いてコミュニケー

ションを行った．これらの試みは，日中間のブロードバ

ンドネットワークを用いた ICE2003，日中韓馬泰の被験者

で構成された ICE2005 として継続している．また，機械

翻訳機能を備えたドキュメント共有ツールやチャットツ

ールなどからなる，会議支援のための同期型異文化コラ

ボレーションシステムを開発し適用実験を行った[4]．  

これらの経験より，言語の壁を越えることを目的とし

た，異文化コラボレーションの基盤となる言語グリッド

の構築に向けた研究開発を行っている[5]．インターネッ

ト上には，機械翻訳などの言語処理機能や電子辞書など

の言語資源が蓄積されつつある（以下，言語サービスと

呼ぶ）．言語グリッドは，それらの言語サービスを容易

に利用可能とするだけでなく，ユーザ自らが新たな言語

資源や言語処理機能を追加し，さらに組み合わせが可能

な仕組みである． 

コラボレーションは，共通の目的を持つ参加者の協調

作業であり，異文化コラボレーションツールが必要とな

る場として，多文化共生や国際交流などを支援している

NPO などのコミュニティ活動が考えられる．言語グリッ

ドは試作段階であるが，現状において利用可能な言語サ

ービスを用いた異文化コラボレーションツールの開発を

行った．  

NPO の活動形態は多種多様である．開発したツールは，

我々と協働している NPO の活動において利用可能，また

は，実際の活動で蓄積された言語資源を応用したもので

ある．以下に各 NPOの活動内容の概要を示す． 

 

(1) 京都コミュニティ放送*2 

 NPO による日本初の FM 局「京都三条ラジオカフェ」

を開局し，AMARC（世界コミュニティ放送連盟）に日本

の放送局として初めて加盟している．在住外国人による

ラジオ番組制作ワークショップを行っており，異文化・

国際理解を育む番組作りを目的としている． 

(2) パンゲア*3 

 距離や言葉，社会的な違いを越えて子供たちにつなが

りを感じさせる「ユニバーサル・プレイグラウンド」を

作ることを目的とした研究開発型 NPO である．ピクトン

と呼ばれる絵文字を用いた，子供同士のコミュニケーシ

ョン支援を行っている． 

(3) 多文化共生センター・きょうと*4 

病院に訪れる外国人患者のコミュニケーションを助け

るための「医療通訳システムモデル事業」を行っており，

医療の現場に医療通訳ボランティアを派遣している． 

 

異文化コラボレーション環境の構築を前提とした，言

語グリッドを利用するコラボレーションツールの開発を

行った．本論文では，2 章に言語グリッドの概要について

述べ，3 章では開発した異文化コラボレーションツールに

ついて述べる．そして，4 章で今後の研究構想について述

べ，5章でまとめを述べる．  

 

*1 Global Reach: http://global-reach.biz/globstats/ 

*2 京都コミュニティ放送: http://radiocafe.jp/ 

*3 パンゲア: http://www.pangaean.org/ 

*4 多文化共生センター・きょうと: 

  http://www.tabunka.jp/kyoto/ 
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2 ．言語グリッド 

言語資源や言語処理機能が蓄積されつつあるが，高額

な利用料金，契約や知財の複雑さ，利用方法が標準化さ

れていないなど，ユーザにとって利用しやすいとは言い

難い．言語グリッド（Language Grid）は，インターネット

上の既存の言語サービスを自由に組み合わせて，新たな

言語サービスを生み出すための言語基盤であり，言語サ

ービスのアクセスビリティとユーザビリティの向上を目

的としている．つまり，ユーザの活動に必要な言語サー

ビスを自ら構築することを可能とする．言語グリッドは，

対訳辞書や機械翻訳などを縦横に組み合わせる「水平型

言語グリッド」と，応用に特化しコミュニティが必要と

する言語サービスを生み出す「垂直型言語グリッド」の 2

種類からなる． 

水平型言語グリッドは，国の標準言語に関する言語資

源や言語処理機能を接続するものであり，アジアの約 10

言語，世界全体で 20 言語程度の対訳辞書や機械翻訳を利

用する予定である．一方，垂直型言語グリッドは，異文

化コラボレーション活動の現場で使われる，医療通訳，

絵文字コミュニケーションなどのコミュニティ固有の辞

書や用例対訳を利用可能としていく． 

水平型言語グリッドと垂直型言語グリッドとを組み合

わせることにより，コミュニティが利用しやすい言語サ

ービスを構築することができる．誰でもが「コミュニテ

ィ固有の言語資源を作成し，言語グリッドに登録でき

る」さらに「言語グリッド上に登録されている言語サー

ビスを簡単に接続し，利用できる」仕組みを構築するこ

とを目的としている． 

図 1に試作段階の言語グリッドで利用可能な言語サービ

ス，および，そのサービスを利用するツール群の構成を

示す．各ツールの目的により，利用する言語サービスは

異なり，必要に応じて複数のサービスを複合的に利用す

る．  

 

3．異文化コラボレーションツール 

3.1 ツールの利用場面 
1 章で述べた各 NPO の活動を考慮し，下記のコラボレ

ーションツールを開発した．  

(1) 京都コミュニティ放送 

母国語の異なる複数の参加者が，ラジオ番組を作成す

る場面を支援するために，コミュニケーションチャネル

としての多言語チャットツール「Langrid Chat」，および，

番組の内容に必要な情報を整理・共有するための多言語

共有黒板ツール「Langrid Blackboard」を開発した． 

(2) パンゲア 

 実際にコミュニティが作成した言語資源である絵文字

辞書と別の言語サービスを組み合わせる応用例として，

多言語電子掲示板「Langrid BBS」を開発した．  

(3) 多文化共生センター・きょうと 

医療通訳者が常駐していない病院の場合，突然の来院，

急患など，医療通訳者を派遣することが困難な場面があ

る．医療通訳ボランティアがいない場合でも，外国人患

者と病院関係者との対話を可能とするために，受付に応

用可能な「Langrid Q&A System」を開発した． 

 

以下に開発した各ツールの機能について述べる． 

 

3.2 Langrid Chat 
図 2に多言語チャットツールである Langrid Chatの画面

を示す．このツールは，言語グリッドの「翻訳サービ

ス」を利用しており，母国語での入力，母国語での表示

を基本機能としている．他言語への翻訳は言語グリッド

を介して行っている．これによりユーザは，母国語を用

いたコミュニケーションが可能となる． 

他の言語へ翻訳する際，ユーザがその翻訳結果が適切

なものかを判断することは難しい．翻訳された文章を再

びユーザの母国語に翻訳し，その再翻訳された文章が元

の文章の内容と類似しているかを確認することで，翻訳

の品質を推測できる可能性がある．これを折り返し翻訳

機能と呼んでいる．ユーザの母国語で入力エリアに文章

を入力すると，他言語への翻訳結果とともに他の言語を

中継した折り返し翻訳の結果がリアルタイムに表示され

る．利用者は，折り返し翻訳の結果を確認することで，

他の言語への翻訳状況を確認できる． 

 

3.3 Langrid Blackboard 
図 3 に多言語共有黒板ツールである Langrid Blackboard

の画面を示す．Langrid Blackboard は，議論の内容を整理

するために利用可能なツールである．このツールでは，

言語グリッドの「翻訳サービス」を利用している． 

このツールは共有ウィンドウと入力ウィンドウからな

り，共有ウィンドウ内には，テキストを入力可能な意見

ラベルやイメージデータを扱うための画像ラベル，それ

図 1 言語グリッド試作システムの構成 

図 2 Langrid Chatの画面 



らのラベルをまとめるための，グループ化用のラベルが

ある．共有ウィンドウ内のラベルは，参加者間で共有さ

れており，同じ位置に表示される．また，ラベルのテキ

ストは，翻訳サービスを利用することで，各自の母国語

に翻訳され表示される．Langrid Chat と同様に，入力支援

として折り返し翻訳機能を備える． 

 

3.4 Langrid BBS 
図 4に多言語電子掲示板である Langrid BBSの画面を示

す．このツールは，言語グリッドの「翻訳サービス」を

利用した多言語対応に加え，Langrid Chat と同様のリアル

タイムな翻訳結果表示機能および折り返し翻訳機能を備

えている． 

 また，パンゲアより提供された「絵文字サービス」と

「形態素解析サービス」とを組み合わせることで，入力

した文章から自動的に，翻訳結果に絵文字を組み合わせ

た文章を生成することができる．各言語サービスの利用

方法としては，元の文章を対象となる言語へ翻訳した後

に，それぞれの言語に対応した形態素解析サービスを利

用することで，文章を形態素（意味を有する最小単位）

分割する．分割された単語を絵文字サービスに渡すと，

サーバ上に保存されている絵文字を検索しその URL が取

得できる．絵文字が存在する単語は，絵文字に置き換え，

他の単語はそのまま表示することで，絵文字混じりの文

章を作成することができる．絵文字混じりの文章とテキ

ストのみの表示は切り替え可能である．  

 

3.5 Langrid Q&A System 
図 5 に病院の受付に応用可能な Langrid Q&A System の

画面を示す．このツールは，「用例サービス」とその用

例に対する「対訳サービス」とを組み合わせて利用して

いる．機械翻訳技術の研究開発が進んでいるものの，翻

訳精度には限度がある．医療の現場では，生命や健康に

直接関係するため翻訳の正確性は非常に重要であり，双

方の対話が正確に伝わる必要がある．そのため，このツ

ールでは医療現場で利用される用例とその完全な対訳を

用いたサービスを実現している．用例および対訳として，

市販されている書籍の対訳集から一般的なものを利用し，

それだけでは補えないものを多文化共生センターのボラ

ンティアの方が作成した． 

このツールでは，病院側と患者側の対話履歴を残すこ

とが可能である．患者の性別や症状によって，男性の通

訳者がよい，あるいは，女性の通訳者がよいといった場

合がある．対話履歴を用いることで，どのような通訳者

を派遣すればよいかといった判断材料となり，通訳ボラ

ンティアの適切な割り当てに利用可能である． 

 

4．今後の研究構想 

(1) ユーザビリティの評価 

ユーザ中心の異文化コラボレーション環境を構築する

ためには，専門家主導のシステム構築ではなく，社会の

中で実際に行われる多文化・多言語間のコミュニケーシ

ョン現場を通し，システムを開発していくことが重要で

ある．そこで，「異文化コラボレーションオープンラ

ボ」を開設し，国内外の国際的なコラボレーション活動

を行っている関連団体・組織などと連携しながら，ユー

ザビリティ評価モデルを構築し，そこで得られた知見を

コラボレーションツールにフィードバックする． 

そこで，今回開発した 4 つのツールを NPO の実際の活

動に適用することで，コラボレーションツールの有用性

を検証するための評価実験を行う必要がある． 

  

(2) コミュニティ指向のカスタマイズ環境 

異文化コラボレーション支援ツールにおいて，対象と

なるコミュニティが異なれば，必要とされる機能やユー

ザインタフェースは大きく異なる．各コミュニティにお

いて多種多様なタスクが存在することは容易に想像でき

るため，あらゆるコラボレーション形態に対応したツー

ルを提供することは非常に困難である．また，コミュニ

ティに適した言語サービスを利用できたとしても，それ

図 3 Langrid Blackboardの画面 

図 4 Langrid BBSの画面 



を利用するためのツールをユーザ自身で開発することは

難しい． 

そこで，コンポーネント単位で機能群を開発し，それ

らを組み合わせることで目的の活動を支援するツールを

構築可能な環境を開発する．このような研究は，CSCW

の分野で行われているが，異文化コラボレーションを対

象としたものは少ないといえる[6]．しかし，どのような

タスクにも対応するツールをコンポーネントの組み合わ

せにより構築することは困難である．そこで，目的のタ

スクを支援するための最小限の機能からなるツールを開

発し，その追加機能として言語サービスと連携する機能

を備えたユーザインタフェースを含む各種機能をコンポ

ーネント群として用意する．これにより，ユーザは必要

に応じてそれらを組み合わせ，よりコミュニティの活動

に適したコラボレーションツールを容易に構築すること

が可能となる．  

 

(3) 言語サービスの応用 

機械翻訳の品質は向上しつつあるが，そのままコミュ

ニケーションへ用いることは難しく，言語によっては存

在しない場合も多い．そこで，対訳辞書や用例，対訳な

どの言語資源や形態素解析などの言語処理機能をコミュ

ニケーションへ積極的に利用する．例えば，形態素解析

により文章を形態素に分割し，原形を求めることで，対

訳辞書を利用することができる．文法は基の言語に依存

するが，他の言語に置き換えられた文章を生成すること

が可能である． 

 

 

(4) インタラクション機能の開発 

 異文化間でコラボレーションを行う際，ユーザ同士が

不足する情報を補うための仕組みが必要であり，そのた

めのインタラクション技術が必要不可欠である．普段の

会話においても，お互いの理解不足を補うために何度も

対話を重ねながら理解を深めていく．例えば，相手の言

語に精通していない人でも，身振り手振りといったジェ

スチャと片言の言葉によりコミュニケーションが成立す

る場合も多い．また，テキストデータだけで意思疎通を

はかることは難しいため，ユーザ同士のインタラクショ

ンによる相互理解を補助するための機能を開発する．つ

まり，ユーザ間のインタラクションにより，意思疎通に

必要な情報の欠落を補うことを目的とする．例えば，意

味が分からない文章の部分を相手に提示するための仕組

みや，テキストでは伝わりにくいお互いの雰囲気を伝え

るアウェアネス情報を伝達する機能が必要である． 

5．おわりに 

本稿では，国際的な活動を行っているコミュニティを

対象とした異文化コラボレーションツールの開発につい

て述べた．今後は，開発したツールを実際の活動の場に

適用する評価実験などを予定している． 
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